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戸
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長

戸
ケ
崎
 
勤

「
豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
し
て
」

;
1
h
V

一

7
1
1

「
蕨
・
戸
田
地
区
保
護
司
会
だ
よ
り
」
の
第

4
号
の
発
刊
に
あ
た
り
、
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
広
く
社
会
に
更
生
保
護

の
心
を
伝
え
、
地
域
に
更
生
保
護
の
土
壌
を
創

り
あ
げ
る
た
め
に
、
多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
著

し
く
変
化
し
、
犯
罪
や
非
行
は
年
々
深
刻
に

な
っ
て
お
り
、
東
松
山
市
で
発
生
し
た
少
年
事

件
な
ど
、
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
と
を
絶
た
ず
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
等
に
お
け

る
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
連
帯
意
識
の
低
下
な

ど
で
少
年
犯
罪
の
多
発
化
と
の
関
連
を
指
摘
す

る
声
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
今
日
、

対
処
療
法
的
な
取
組
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
を
生

ま
な
い
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
や
、
誰
も

が
夢
や
希
望
を
も
ち
、
互
い
に
力
を
合
わ
せ
、

支
え
合
っ
て
い
け
る
取
組
が
、
こ
れ
ま
で
に
も

増
し
て
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
が
、
明
る
い
社
会
を
築
く

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
皆
様
方
の
献
身
的
な
熱

意
と
御
努
力
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
道
徳
の
授
業

の
充
実
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
社
会
体
験
活

動
の
充
実
な
ど
を
通
し
、
道
徳
的
実
践
力
や
規

範
意
識
・
社
会
性
の
育
成
を
図
る
取
組
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
指
導
の
充
実
、
子
供
や
保
護
者

へ
の
教
育
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実
も
併
せ
て

図
っ
て
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
し
、

学
校
と
教
育
委
員
会
と
が
十
分
に
連
携
し
、
全

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一

層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
蕨
・
戸
田
地
区
保
護
司
会
の
一
層

の
御
発
展
と
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ー1く
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安
心
安
全
な
社
会
を
め
ざ
し
て

】
コ

曙-(

蕨
・
戸
田
地
区
保
護
司
会

1

U

会
長

山
内

俊
和

更
生
保
護
活
動
は
安
心
安
全
な
社
会
の

為
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
支
え
る
取
組
で
す
。
保
護
司
を
は
じ
め

地
域
の
皆
さ
ん
と
国
が
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
立
ち
直
り
を
支
え
、
再
犯

を
防
ぐ
こ
と
が
地
域
の
安
全
を
守
り
ま

す
。
地
域
の
安
全
を
守
る
に
は
地
域
の
力

が
必
要
で
す
。
彼
ら
の
居
場
所
、
仕
事
を

確
保
し
、
地
域
の
き
ず
な
を
保
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。
地
域
の
力
を
最
大
限
連
携
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
平
成
2
8
年
度

の
蕨
・
戸
田
地
区
保
護
司
会
の
組
織
と
し

て
の
活
動
に
、
保
護
司
の
皆
さ
ま
に
ご
指

導
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
蕨
市
、
戸
田
市
の
事
務
局

に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
の
活
動
と
し
て
、
水
戸
刑
務
所
の
視
察

研
修
、
各
支
部
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
、
第
Ⅰ
期
2
期
3
期
定
例
研
修
、
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
学
校
と
の

意
見
交
換
の
活
動
や
各
支
部
の
自
主
研
修

も
あ
り
、
個
々
の
更
生
保
護
活
動
を
し
な

が
ら
大
変
お
忙
し
い
中
お
手
伝
い
い
た
だ

き
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
は
新
し
い

保
護
司
の
確
保
に
皆
様
の
力
を
尚
一
層
ご

努
力
い
た
だ
き
保
護
司
候
補
者
を
推
薦
し

て
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
新

た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
活
用
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
て
保
護
司
の
交
流
、
研
修
を
進
め
て
い

き
た
い
。
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
安
心
安

全
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
た
め
更
生
保
護
女
性
会
、
B
B

S
、
協
力
雇
用
主
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
心
、
支
え
る
力
と
行
政
、
民
間
の
各

団
体
と
の
連
携
協
力
が
必
要
で
す
。
更
生

保
護
活
動
は
大
変
地
味
な
地
道
な
活
動
で

す
が
更
生
保
護
活
動
を
多
く
の
人
に
認
知

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子
ど
も
の
貧
困
を
考
え
る

〜
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
の
解
消
を
目
指
し
て
〜

蕨
市
健
康
福
祉
部
長

C)
▼-・?-・で

屯・

信ト

関

人
徳

蕨
・
戸
田
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
に
は

日
頃
よ
り
更
生
保
護
活
動
を
通
じ
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
社
会
経
済
の
停
滞
が

長
引
く
な
か
、
収
人
や
財
産
、
社
会
的
地

位
な
ど
に
よ
っ
て
生
ず
る
生
活
水
準
の
格

差
は
拡
大
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
平
成
2
5
年
の
国
民

生
活
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も
の
貧

困
率
は
1
6
・
3
%
に
達
し
、
H
歳
以
下
の

子
ど
も
の
約
6
人
に
1
人
が
貧
困
状
態
に

あ
る
と
い
う
、
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ

て
お
り
、
国
は
平
成
2
6
年
Ⅰ
月
に
「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

を
施
行
、
同
年
8
月
に
は
同
法
に
基
づ
く

大
綱
を
策
定
し
、
総
合
的
に
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
貧
困
が
世
代
を
超

え
て
連
鎖
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
福

祉
部
門
と
教
育
部
門
が
連
携
し
「
生
活
保

護
受
給
世
帯
・
生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る

学
習
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
の
事
業
で
は
、
学
力
の
向
上
と
進

学
の
促
進
を
目
的
と
し
た
「
学
習
教
室
」

の
開
催
と
、
家
庭
環
境
の
改
善
、
不
安
の

解
消
、
自
信
や
社
会
的
つ
な
が
り
の
回
復

な
ど
を
目
的
と
し
た
「
家
庭
訪
問
」
を
中

心
に
、
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
に
加

え
、
教
員
O
B
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

が
、
福
祉
事
務
所
や
学
校
等
と
緊
密
に
連

携
し
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
達
や
保
護
者

を
生
活
支
援
や
福
祉
制
度
に
つ
な
げ
貧
困

状
態
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
支
援
し
て
お

り
ま
す
。

保
護
司
の
皆
様
に
は
、
日
々
の
活
動
の

中
で
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
や

若
者
等
に
寄
り
添
い
、
立
ち
直
り
に
向
け

た
支
援
を
引
き
続
き
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
、
福
祉
行
政
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(2)
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サ
ボ
1
ト
セ
ン
タ
1
だ
よ
り

11

11
・口

-1

-

保護司会ブースの前で

-

-

「
ー平

成
2
7
年
4
月
2
3
日
に
戸
田
市
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
の
一
画
に
開
所
し
て
、
二
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
一

年
(
2
7
年
4
月
か
ら
2
8
年
3
月
ま
で
)

1
5
7
日
開
所
し
ま
し
た
。
三
輪
セ
ン

タ
ー
長
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
企

画
調
整
保
護
司
で
当
番
表
を
組
み
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
午
前
川
時
か
ら
午
後
2
時
ま

で
詰
め
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護

司
を
中
心
に
し
て
利
用
が
定
着
し
て
き
て

い
ま
す
。
或
る
月
の
利
用
を
み
て
み
ま
す

と
、・

対
象
者
と
の
面
談
が
あ
り
、
時
に
は
午

前
午
後
と
2
件
は
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

・
同
一
事
件
で
数
人
の
保
護
司
に
よ
り
保

護
観
察
を
持
っ
て
い
る
場
合
、
保
護
司

同
士
で
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

・
戸
田
・
蕨
更
生
保
護
女
性
会
で
そ
れ
ぞ

れ
に
打
ち
合
わ
せ
に
使
用
し
て
ま
す
。

・
ミ
ニ
研
修
(
隔
月
開
催
)
、
参
加
者
は
少

な
い
の
で
す
が
内
容
の
濃
い
研
修
で
す
。

・
戸
田
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
へ
の
参
加
、

他
の
機
関
と
の
交
流
と
保
護
司
会
を

知
っ
て
貰
う
為
の
広
報
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

・
健
康
福
祉
ま
つ
り
準
備
の
為
、
…
数
人

で
折
り
紙
の
こ
ま
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

・
3
、
4
名
の
保
護
司
で
自
主
研
修
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

電
話
対
応
、
事
務
処
理
等
に
フ
ル
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
人

保
護
司
の
育
成
、
他
団
体
と
の
交
流
、
情

報
交
換
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
し
て
い

く
予
定
で
す
。

(
泉
山
)

l
】

4

―レ

壷

劃,、亀7

- -

子ともたちとこま作り

ー3く

瓦
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門
●
り

―

作
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7
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1
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1

レ
―

2

月
l

月
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月

年第役
末三員
保期会
護地
強域
化別
研定
修例

研
修

Il

月
8

月
7

月
5

月
4

月

第
四
期
地
域
別
定

町

役
員
ム
萬

広
報
;七
i心

発
行

保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
ム
パ

第

期
地
域
別
定
例
研
修

役
員
ム
寓

第
64

回
埼
玉

県
更
生

保
護
大
ム
-

第

期
地
域
別
定
例
研
修

保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
ム
寓

社
ム
パ

を
明
る

く
す
る

運
動

県
外
研
修
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Ⅰ
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タ
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運
営

第

期
地
域
別
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総
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寓

役
昌
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平
成
28

年
度
監
査
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一-

I

I
I

I

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

叫
l

こ
の
全
国
的
な

運
動
は
今
年
で
6
6

一
一
゜
遍

i
映

会桧
-

J
陣

回
目
を
迎
え
ま
し

ト回仕

じコ

才こ。

6
1

口

-

ー
■

悩

立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を
つ

く
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
参
加

す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
の
が
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

で
す
。7

月
5
日
、
2
0
0
名
近
い
来
場
者
を

迎
え
、
真
下
保
護
司
に
よ
り
「
総
理
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
鈴
木

総
務
部
長
よ
り
「
幸
福
の
黄
色
い
羽
根
」

を
胸
に
し
た
保
護
司
の
紹
介
、
活
動
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

I1
川

N

枦
[
=

へ髪

今
回
の
講

演
は
、
愛
光

学
園
園
長
の

金
子
陽
子
氏

氏
 
が
,
子
ど
も

潰
え
3
?
?
?
-

刊
 
と
大
人
の
役

金
 
割
′
と
い
Y

テ
ー
マ
で
、

女
子
少
年
院

の
生
活
、
収

容
さ
れ
て
い

戸田公園駅 北戸田駅

殉
戸田駅

戸
田
支
部
で
は
毎

年
7
月
l
日
、
市
内

の
3
駅
で
啓
発
物
品
を
配
布
す
る
駅
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
幸
福
の
黄
色
い
羽
根
(
犯
罪
の

I

る
少
女
た
ち
の
最
近
の
傾
向
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
活
に
追
わ
れ
余
裕
が
な
い
父
親
、
母

親
、
そ
の
親
た
ち
の
愛
情
を
十
分
に
受
け

取
れ
て
い
な
い
少
年
が
と
て
も
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
特
に
施
設
か
ら
外
に
出
て
す
ぐ

の
彼
ら
は
温
室
育
ち
の
苗
と
同
じ
で
、
急

激
な
冷
た
い
風
に
あ
た
る
と
だ
め
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
地
域
で
も
彼
ら
に
適
切

な
支
援
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
い
う

言
葉
が
深
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

(
細
井
)

一-
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社会を明るく丁る.
Lム1?mli/十スコ C』戸

リレI-1

1
1

b直
ah

1
1

ボートレース戸田の電光掲示板による

啓発活動

1

(
奥
住
)

な
い
幸
福
な
社
会
を
願
う
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
)
を
胸
に
付
け
、
市
長
・
福
祉
部
長
・

次
長
・
福
祉
総
務
課
の
職
員
・
戸
田
市
暴

力
排
除
推
進
協
議
会
・
戸
田
更
生
保
護
女

性
会
な
ど
多
く
の
皆
様
の
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

駅
で
啓
発
物
を
手
渡
し
て
い
る
と
「
ご

苦
労
さ
ま
で
す
。
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
」

と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
方
が
声
を
掛
け
て
下
さ
い
ま

し
た
。
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!
」

う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
お
礼
の
言
葉
に
力
が

人
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

社
明
の
活
動
が
学
校
・
職
場
・
家
庭
、

様
々
な
場
所
で
広
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
様

に
な
っ
た
ら
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

1
I

l
I

I
1

学
校
と
の
連
携

戸
田
翔
陽
高
校

今
回
、
戸
田
翔

陽
高
校
に
声
を
掛

け
、
趣
旨
を
理
解
し
て
頂
き
開
催
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

ー

翔
陽
高
校
は
、
午
前
・
午
後
・
夜
間
の

三
部
で
単
位
制
で
す
か
ら
、
生
徒
は
随
時

学
校
を
出
入
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
初

は
近
隣
か
ら
不
思
議
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
年
が
経
過
し
た
現
在
は
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
体
操
部
等
の
活
躍
・
能
力
に
応

じ
た
教
育
で
、
東
京
大
学
合
格
者
も
い
る

と
の
事
で
す
。
定
時
制
で
す
か
ら
、
二
十

歳
以
上
の
生
徒
も
い
ま
す
が
、
現
在
の
子

供
達
は
、
打
た
れ
弱
い
か
ら
生
徒
の
痛
み

に
触
れ
る
と
爆
発
す
る
子
も
い
る
の
で
指

導
に
は
注
意
し
て
い
る
と
、
教
頭
先
生
か
ら

学
校
紹
介
を
踏
ま
え
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

保
護
司
側
か
ら
自
己
紹
介
を
含
め
近
況

報
告
を
行
い
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
回
と
い
う
事
で
、
保
護
司
と
学
校

側
が
情
報
を
共
有
し
て
対
象
者
の
為
に
な

る
様
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
保
っ
て
行
き

1

た
い
と
、
継
続
を
全

1
洩

員
一
致
で
合
意
し
ま

ク獣

し
た
。
打
ち
解
け
た
 
「
)
転
昭
■
■

会
議
に
な
り
時
間
が

Ⅰ
聾

t
ヶ
、
6
1
4
―

(
細
田
忠
良
)
 
1
l
ら
■
閣

ー4t〉
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ロ
水
戸
刑
務
所

1

1I

1

平
成
2
8
年
5
月
1
6

1
′
…
-

日
茨
城
県
ひ
た
ち
な

しU

1

か
市
に
あ
る
水
戸
刑

1
▼
=

務
所
を
視
察
研
修
し

!C
■
i
―

ま
し
た
。

『
L
n
a
■
 
日
立
製
作
所
関
係

噴
・
 
＾
膿

ド
゛
『
舊

の
工
場
群
に
囲
ま
れ

・
智
b』1 1

て
建
て
ら
れ
て
い
る

コ

施
設
は
、
明
治
4
年

釦
【
則
■
■
 
水
戸
藩
の
徒
刑
場
を

T
l
F
-

J
1
゛
・
n

引
き
継
い
で
開
所
さ

『
・
・
v

れ
ま
し
た
。
昭
和
2
1

年
に
時
代
の
流
れ
で
水
戸
少
年
院
に
改

称
、
ま
た
平
成
2
0
年
に
現
在
の
水
戸
刑
務

所
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
収
容
対
象
は
犯

罪
傾
向
の
進
ん
だ
成
人
男
子
受
刑
者
、
刑

期
…
年
未
満
で
す
が
再
犯
者
も
少
な
い
の

で
、
改
善
更
生
や
円
滑
な
社
会
復
帰
に
当

た
り
種
々
の
障
害
を
抱
え
て
い
る
が
、
職

業
訓
練
で
木
工
、
溶
接
、
フ
オ
ー
ク
リ
フ

ト
運
転
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
、
パ
ソ
コ
ン

基
礎
課
程
等
を
行
っ
て
い
る
。
出
所
後
福

祉
の
支
援
が
必
要
な
受
刑
者
は
、
茨
城
県

地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
調

整
し
て
い
る
。
ま
た
協
力
雇
用
主
を
頼
っ

た
り
し
て
仕
事
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

刑
務
作
業
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
高
齢
者
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
と
、

薬
物
事
犯
者
が
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
気
に
な
り
ま
し
た
。

(
泉
山
)

初
め
て
の
視
察
研
修
に
参
加
し
て

「
水
戸
刑
務
所
の
視
察
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
平
成
2
8
年
5
月
1
6
日
5
1
7
日
に

蕨
・
戸
田
地
区
保
護
司
県
外
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

一
 
水
戸
刑
務
所
の
被
収
容
者
の
特
徴

服
役
を
繰
り
返
し
て
い
る
等
の
成
人
男

子
受
刑
者
、
刑
期
川
年
未
満
の
者
で
改
善

更
生
や
円
滑
な
社
会
復
帰
に
当
た
り
種
々

の
障
害
を
抱
え
て
い
ま
す
。

二
 
水
戸
刑
務
所
の
印
象

最
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
高
齢
者
の

再
犯
の
増
加
に
伴
い
刑
務
所
が
「
終
の
棲

家
」
と
な
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
出
所
後
、
就
職
難
の
世
間

と
、
受
刑
者
の
食
事
が
キ
チ
ン
と
カ
ロ

リ
ー
計
算
さ
れ
て
い
る
刑
務
所
内
で
は
、

高
齢
者
(
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
)
が
、
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

実
を
踏
ま
え
た
と
き
に
、
お
お
よ
そ
の
人

間
が
考
え
る
こ
と
は
明
白
だ
と
思
い
ま
す
。

三
 
結
び

高
齢
者
の
再
犯
は
、
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
は
保
護
観
察
官
や
保
護
司
だ
け
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
(
精
神
論
や

感
情
論
で
は
な
く
)
そ
の
費
用
(
食
事
、

医
療
、
職
員
の
給
与
等
)
の
増
加
、
つ
ま

り
相
当
多
額
の
税
金
が
必
要
と
な
る
(
担

当
刑
務
官
も
言
っ
て
い
ま
し
た
)
と
い
っ

た
こ
と
を
、
い
か
に
多
く
の
人
々
が
理
解

で
き
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。(

津
田
直
哉
)

戸
田
支
部
 
自
主
研
修
会

講
演
・
『
更
生
保
護
の
現
状
と
課
題
』

・
講
師
 
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
 
蛯
原
 
正
敏
氏

…
年
前
、
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
の
所

長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
蛯
原
正
敏
氏
の

ご
講
演
を
拝
聴
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

平
成
2
8
年
9
月
1
6
日
、
戸
田
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
「
埼
玉
県
更
生
保
護
女

性
連
盟
結
成
6
5
周
年
記
念
の
集
い
」
の
「
記

念
講
演
会
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
。
以
下
、
概
略
で
す
が
・
・
・

犯
罪
者
の
実
状

刑
務
所
人
所
者
は
、
日
本
で
は

2
0
0
0
人
に
1
人
の
割
合
で
、
犯
罪
は

近
年
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
年
齢
別
に

み
る
と
、
こ
こ
…
数
年
、
若
年
層
は
減
少
、

高
齢
者
層
が
増
え
て
い
る
。
刑
務
所
を
出

て
、
2
年
再
人
率
(
2
年
以
内
に
刑
務
所

に
戻
る
)
は
2
0
%
弱
。

非
行
少
年
た
ち
の
背
景
は
、
親
か
ら
無

視
、
虐
待
、
放
任
さ
れ
、
親
の
愛
を
知
る

こ
と
も
な
く
、
愛
さ
れ
る
こ
と
で
育
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
他
者
へ
の
思
い
や
り
や
信
頼

を
、
理
解
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

犯
罪
の
一
例

ス
ー
ツ
を
着
て
、
た
や
す
く
お
金
が
人

る
仕
事
を
夢
見
て
上
京
す
る
若
者
た
ち

が
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
に

目
を
付
け
ら
れ
、
手
先
と
し
て
使
わ
れ
、

2
S
5
年
、
刑
務
所
に
人
る
羽
目
に
な
る
。

犯
罪
学

・
犯
罪
を
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
防
止
す
る
か
研
究
す
る
学
問
。

ー
・
環
境
も
犯
罪
が
生
ま
れ
る
大
き
な
要
因

で
あ
り
、
貧
困
か
ら
の
脱
却
の
た
め
、
マ

フ
ィ
ア
、
ヤ
ク
ザ
に
な
っ
て
裏
社
会
で
一

発
逆
転
を
夢
見
た
り
す
る
。

・
生
物
学
的
に
み
る
と
、
特
定
の
遺
伝
子

が
作
用
す
る
。
X
X
は
女
性
。
X
Y
は
男

性
。
Y
染
色
体
に
含
ま
れ
て
い
る
ホ
ル
モ

ン
が
攻
撃
性
を
産
み
、
犯
罪
に
繋
が
っ
て

し
ま
う
。

課
題
・
・
・
・
・
・
①
就
労
・
②
住
居
・
③
薬
物

無
就
労
、
無
住
居
は
、
再
犯
に
繋
が
り
、

悪
循
環
と
な
る
の
で
対
策
が
必
要
と
な
る
。

①
平
成
1
8
年
よ
り
、
厚
労
省
と
連
携
し
、

刑
務
所
出
所
者
の
総
合
的
就
労
支
援
対
策

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
情
を
理
解

し
た
う
え
で
雇
用
す
る
「
協
力
雇
用
主
」

の
発
掘
に
努
め
て
い
る
。

②
帰
住
先
の
な
い
人
に
は
、
更
生
保
護
施

設
や
(
全
国
に
I
0
3
施
設
)
、
多
様
な

住
居
の
確
保
の
為
、
N
P
O
法
人
等
に
委

託
し
対
策
中
で
あ
る
。

③
薬
物
依
存
者
の
社
会
復
帰
を
支
え
る
社

会
の
環
境
作
り
に
重
点
を
置
く
。

薬
物
依
存
者
に
対
し
て
は
、
医
療
、
保

健
福
祉
機
関
、
ダ
ル
ク
等
、
民
間
支
援
機

関
と
緊
密
な
連

携
が
不
可
欠

―
 
・
・
:
・
・
等
。

コ
最
後
に
、
立

けSi

―
あ
1
看
一
゛

カ
1

ち
直
り
を

=

信
じ
て
く
れ
る

一
盟,連1型女・シ

1
―
璽
「
J

饗

ー

人
が
い
る
こ
と

が
大
き
な
励
み

,保j生{

に
な
る
」
と
結

玉県更・埼

ば
れ
ま
し
た
。

(
本
橋
)

冫51
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第
6
3
回
埼
玉
県
更
生
保
護
大
会
開
催

退
任
に
あ
た
り

保
護
司
の
異
動

退
任

高
橋

日
名
田

山
屋

山
本

久玲 君
枝子實江

(戸田)(戸田)(戸田)(蕨)

n
と

売1l土
(戸田)(戸田)(戸田)(戸田)(戸田)

新
任

栗中
村

大
森

(
高
橋
君
江
)

不
安
を
感
じ
な
が
ら
始
め
た

保
護
司
の
仕
事
も
、
早
十
二
年

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
話
し

合
っ
た
対
象
者
の
顔
も
一
人
ひ

と
り
思
い
う
か
ん
で
ま
い
り
ま

害
世
の
中
は
い
つ
も
同
じ
で
は

な
く
人
々
の
く
ら
し
や
考
え
方

も
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
等
の

こ
と
も
考
え
に
入
れ
な
が
ら
、

微
力
な
が
ら
も
対
応
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
退
任

の
時
と
な
り
ま
し
た
。

種
々
ご
指
導
く
だ
さ
り
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
層
住
み
よ
い
環
境
と
な
る

こ
と
を
願
い
退
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

(
山
屋
玲
子
)

(
戸
田
)

(
戸
田
)

巴
1
旧
 
′
昨
年
は
リ
オ
オ
リ

ピ
ッ
ク
で
若
手
日

本
人
選
手
の
大
活
躍
に
胸
を
躍
ら
せ
た
一
方
、

自
然
災
害
に
よ
る
大
き
な
被
害
に
は
胸
を
痛

め
ま
し
た
。
ま
た
、
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下

げ
に
よ
り
夏
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙

で
は
1
8
と
1
9
歳
の
約
2
4
0
万
人
が
新
た
に

有
権
者
と
な
り
政
治
に
参
加
し
た
事
か
ら
、

若
い
世
代
の
動
向
に
関
心
の
目
が
向
け
ら
れ

ま
し
た
。
保
護
観
察
制
度
で
は
、
刑
の
一
部

執
行
猶
予
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
更
生
保
護
活
動
に
大

き
な
影
響
が
あ
り
、
新
た
な
対
応
が
始
ま
る

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

様
々
に
進
化
す
る
時
代
の
1
年
間
の
本
会

活
動
の
成
果
と
反
省
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
へ

の
想
い
を
読
者
の
皆
様
に
ご
報
告
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
本
誌
を
編
集
い
た
し
ま
し
た
。
最

後
に
第
4
号
発
刊
に
当
た
り
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
編
集
委
員
一
同
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長

小
槻
 
保
美

平
成
2
8
年
H
月
1
8
日
、
さ
い
た
ま

市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ
ー
ル
に
於

い
て
埼
玉
県
更
生
保
護
大
会
が
更
生

保
護
関
係
者
1
2
5
0
名
の
参
加
を

得
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

会
の
挨
拶
の
後
、
埼
玉
県
立
医
療
セ

ン
タ
ー
依
存
症
治
療
研
究
部
部
長
・

和
田
清
氏
に
よ
る
「
薬
物
の
乱
用
、

依
存
、
中
毒
の
理
解
と
薬
物
依
存
症

者
の
回
復
支
援
」
と
題
す
る
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

薬
物
乱
用
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、

依
存
、
中
毒
へ
と
進
行
す
る
怖
さ
が

あ
る
こ
と
。
そ
れ
に
陥
っ
た
人
た
ち

の
回
復
に
向
け
、
地
域
で
の
支
援
体

制
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と
・
・
・

等
。
ま
た
、
今
年
6
月
か
ら
の
「
刑

の
一
部
執
行
猶
予
制
度
」
の
施
行
に

よ
り
、
保
護
観
察
の
更
な
る
重
要
性

を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
講
演
で
し
た
。

式
典
で
は
顕
彰
が
行
わ
れ
、
当
保

護
司
会
か
ら

は
法
務
大
臣

表
彰
l
名
を
は

じ
め
、
他
1
4
名

の
方
々
が
受
賞

の
栄
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。(

春
山
)

(
戸
田
)

保
護
司
活
動
を
行
う
中
で
多

く
の
人
た
ち
と
出
会
い
、
そ
の

家
族
の
悩
み
や
悲
し
み
そ
し
て

喜
び
な
ど
に
関
わ
り
話
し
合
え

た
こ
と
が
、
今
、
一
番
の
思
い

出
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

在
任
中
は
、
会
員
の
皆
様
に

ご
指
導
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
蕨
・
戸
田
保
護

司
会
皆
様
の
ご
活
躍
を
御
祈
念

申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

(
日
名
田
實
)

法
務
大
臣
表
彰

保
護
司
を
拝
命
い
た
し
ま
し

て
か
ら
1
6
年
、
会
員
の
皆
様
を

結
城
 
辰
雄
(
蕨
)
 
一
 
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
指
導

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

を
い
た
だ
き
ま
し
て
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
担

高
橋
 
君
江
(
蕨
)
 
一
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
も

武
内
 
尚
義
(
戸
田
)

男
性
、
女
性
、
年
齢
、
職
業
も

様
々
で
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
私

内
助
功
労
賞

の
人
生
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
で

山
内
 
法
子
(
蕨
)

き
ま
し
た
。
一
番
嬉
し
い
こ
と

関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

は
「
再
犯
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ

て
い
な
い
こ
と
で
す
。
蕨
・
戸

秋
元
 
徳
夫
(
戸
田
)
 
一
 
田
地
区
保
護
司
会
の
益
々
の
ご

須
永
 
年
長
(
蕨
)

発
展
を
お
祈
り
し
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

中
崎
 
敏
子
(
戸
田
)

春
山
 
嘉
正
(
戸
田
)

細
井
 
玲
子
(
蕨
)

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
長
表
彰

星
 
宏
和

埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

荘
 
良
明

平
山
 
憲
司
(
蕨
)

藤
井
 
道
子
(
蕨
)

峰
岸
 
誠

湯
沢
 
保
紀
(
蕨
)

保
護
司
を
拝
命
い
た
し
ま
し

て
か
ら
十
年
間
、
更
生
保
護
に

携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
顧
み

ま
す
れ
ば
、
一
歩
一
歩
階
段
を

登
る
思
い
で
し
た
。
不
安
な
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時

良
き
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

よ
り
切
り
抜
け
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

退
任
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆

様
の
御
厚
情
に
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

(
山
本
久
枝
)

廟
集
委
員

泉
山
 
高
子
一
春
山

奥
住
美
千
子
一
細
井

小
槻
 
保
美
一
細
田

嘉
正
一
本
橋
 
惠
子

玲
子
一
山
内
 
俊
和

忠
良
一
 
(
5
0
音
順
)

●
蕨
・
戸
田
地
区
保
護
司
会
だ
よ
り
●
第
4
号
/
平
成
2
9
年
2
月
1
日
発
行
●
発
行
・
編
集
/
蕨
・
戸
田
地
区
保
護
司
会
事
務
局
 
蕨
市
役
所
福
祉
総
務
課
内
・
戸
田
市
役
所
福
祉
総
務
課
内
●

冫6〔
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